





























































































































































































































































41narayapa (那羅延）は． ヒンドゥー教ではヴイシユヌ神やクリシュナ神の異名とされるが． 「仏典一般では金剛力士．堅
























そこにおいて． シヤーンタマテイ15 （寂意） と名づける天子あり，彼は，かくの如く言えり。 「わ
こんすい
れは． まず16,大都城カピラヴアスツの，全ての女．男．童児・童女をして，昏睡せしむくし」 ［と]・
ラリタヴユーハ47 （遊戯荘厳） と名づける天子あり，彼は，かくの如く言えり。 「われもまた，全
ろば らくだ いんぼっ
ての'8馬・象・離馬・酪駝・牛．水牛．女．男．童児・童女の，音声を隠没せしむくし」 ［と]・


























































































































79「我慢」 (asmi-mana) とは「自己の中心に我があると考え，その我をよりどころとして心が侭慢であること」 （｢佛教語大

















9, 「露出し」 (vigopita)は．チベット訳には「雑乱し」 (rnamparhkhrugs) と訳されている。
282
和訳「ラリタヴイスタラ（改訂版)」 （第15章）
女たちは眼を鐘濫せしめ, ある女たちは唾液を垂らし, ある女たちぽ群をかき， ある女たちは暎
こう
笑し, ある女たちは鯛し鴎. ある女たちは識言を発し,ある女たちは縦の音を発し, ある女た
ぎようぼうしゅうかい



































































































































































'秘｢業田」 (karmakSetra) とは「行為（業）が苦楽の果報を生ずることを田にたとえた語」である。 「佛教語大辞典」 408頁
参照。
'27｢有身の想」 (satkaya-samjria)とは「有身見」 (satkaya-drSti)に同意と見なしうるc 「有身見」とは「五蕊和合の身体を，












































ガンダルヴア りゅう かぶと よろい かぶ
天王）が，夜叉・羅刹・乾閏婆・竜（蛇？)143の衆に囲続せられ， 《堅く》甲を結び鎧を被り，剣・







































































せんそう そうしばらもん いんけん しか
なきころ， 占相のために相師婆羅門たちに引見せしめられたり。而して，彼らは， シュドーダナ王













'49｢歩み」 (-gamin)は，チベット訳にはstobs (力；勢力） と訳されており，梵文と合わない。








ども， しかし， しばらく， ［御身の］利益を願う，わが言葉を聞きたまえ」 ［と]。 ［菩薩］言わく， 「何
ごん













はづま く むづ ふんだりか じようごん
(波頭摩) ・クムダ(拘牟頭) ・プンダリーカ'調(分陀利華）の花に浄厳せられ,ハンサ（鴬鳥） ・マユー
おしどり たいしゃくしぎ
う（孔雀) ・コーキラ（郭公) ・チャクラヴァーカ（鴛鴬) ・クローンチャ（帝釈鴫) ・サーラサ'釘（鶴）
[等の諸鳥］がさえずり，花咲けるサハカーラ（マンゴー） ・アショーカ （無憂樹） ・チャンパカ
せんぶくげ



















































へんね じんしつ きんがい とど
らず，変壊の法（性質)'7oを有し，迅疾に去り，移るいやすきこと山崖の急流の如し。久しく留ま



















































































































































































































































































たるを了知し， また， ［月が］星宿の王たるプシュヤに合したるを了知して， 「今こそ出家すべき時
わずら



































































































































































































































































































































































































































”｢心解脱」 (vimukta-citta) とは「心が煩悩の束縛から離れること」 （｢佛教語大辞典」765頁参照）である。







































かくして，実に比丘らよ’菩薩は出城し， シャーキヤ（釈迦） ［族の国］を出て， クロードゥ
ヤ286[族の国］を過ぎ,マツラ銘7［族の国］を過ぎ，マイネーヤ288［族の国］のアヌヴアイネーヤ銘9村
より六由旬の地点で， 【そこにおいて】菩薩に夜明けが到来せり2帥。そこからは,菩薩は［馬］カン






















































































































































































































































































































































































































































































































































弱I｢彼の」 (asya)に当たるチベット訳は「あなたの」 (khyodkyi) となっており，梵文と合わない。
弼2 「中巻」には「無常菩提」と誤記したので， 「無上鮮提」と訂正する。
363チベッ卜訳には「やがて」 [iha(=iha)]に当たる訳語はない。

















































































































訂3《 》内に当たる原文は，東大主要写本と写本N3には欠落しているが， これは， これらの写本における単純な瞥写ミスで
ある。
374｢中巻」には「汝は」と訳したが， 「貴女は」に訂jする。
涼5チベット訳には「貴女の」 (tubhya)に当たる訳語はない。
釘6この偶の下二行のチベット訳は「わたくしの考えるところでは．貴女もまた．かの最勝なる人に等しき・その如<に成る
べし． と信ずる」という意味の訳文になっている，
312
